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キノコ王国０２No４２
義髙 亙

鮭川村は有数のキノコ生産地で、生徒の家庭もキ

ノコ栽培に従事していました。そこでキノコ栽培を

している家族に協力してもらいキノコの村を紹介し

たりその絵を描けたりアプリを一緒に作りました。

できた「キノコ王国鮭川村」アプリとして受賞作品

となり、これが鮭川での制作活動の始まりとなりま

した。

在籍生徒の実態把握から描画能力よりも、空間認

識力がすくれるという結果がでました。

それでアニメはストップモーションという絵やモ

。デルを動かしてアニメを制作する方式を考えました

しかしそれでも絵を描く必要があります。

そこで保護者や地域の方々と「鮭川の民話を作る

会」を結成して一緒に絵を描く事にしました。

そして鮭川村の特徴のひとつである「民話」をアニ

メなどで再現しました。

私はこの時特支学級の担任だけでなく、学校の社

会科を担当する教員でもありました。

そして特支学級で調べ検討してきた鮭川村の民話に

ついて全校生徒へも還元して連携すべきと考えまし

た。

文化祭の実行委員の生徒たちと検討を重ね、鮭川

村の民話「やつめ刀」の民話をアレンジして演劇に

し、学年の生徒全員を舞台に立たせて、文化祭で演

劇をすることにしました。

かつて演劇のキャスト経験がありましたが、さす

。がに全員参加の演劇の脚本演出は簡単にいきません

私が脚本を書き上げるまで、１ヶ月以上かかりまし

た。しかし生徒たちが良く意欲を持って参加してく

れ、私の無理な演出にも耐え、自分たちの地域民話

の劇を成立させました。

地域の人達が喜ぶ演劇となりました。そして特支学

級の子供たちも生き生きと演劇に参加して喜びを共

にすることが出来ました。

特支学級のアニメ制作はここから佳境となります。
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